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❖春望/八月十五日夜、禁中独直、対月憶元九〔教科書 p.152-p.153〕

内
容
理
解 
次
の
各
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

［
春
望
　
　
杜
甫
］

⑴　
こ
の
詩
の
形
式
を
答
え
な
さ
い
。�

　
　

五
言
律
句

⑵　
押
韻
し
て
い
る
漢
字
を
詩
中
か
ら
全
て
抜
き
出
し
な
さ
い
。

�

深
・
心
・
金
・
簪

⑶　
第
一
句
と
第
二
句
で
は
何
と
何
が
対
比
さ
れ
て
い
る
か
。
次
の
中
か
ら
適
当

な
も
の
を
一
つ
選
ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　

ア　

移
り
変
わ
る
人
の
世
と
、
不
変
の
自
然
。

　
　

イ�　

わ
ず
ら
わ
し
い
人
の
世
と
、
雄
大
な
自
然
。

　
　

ウ�　

荒
れ
果
て
た
国
土
と
、
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
草
木
。�

ア

　
　

エ�　

荒
れ
果
て
た
国
土
と
、
緑
豊
か
な
長
安
。

⑷　
「
恨ン

デ
ハ

  

別レ
ヲ」（

一
五
二
・
６
）
と
は
「
別
れ
を
悲
し
む
」
こ
と
で
あ
る
が
、
何
と
の

別
れ
を
悲
し
ん
で
い
る
の
か
。
次
の
中
か
ら
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
ん
で
記
号

で
答
え
な
さ
い
。

　
　

ア　

友
人　
　

イ�　

妻
子　
　

ウ�　

隣
人　
　

エ�　

故
郷�

イ

⑸　
第
七
句
と
第
八
句
に
は
、
作
者
の
何
に
対
す
る
嘆
き
が
感
じ
ら
れ
る
か
答
え

な
さ
い
。

　

�

　

レ

［
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中ニ 

独リ 

直シ
、
対シ
テ

 

月ニ 

憶フ 

元
九ヲ 

　
　
白 

居
易
］

⑴　
⒜
「
禁 

中
」（
一
五
三
・
１
）
と
⒝
「
三 

五 

夜
」（
一
五
三
・
４
）
の
意
味
を
そ
れ
ぞ

れ
答
え
な
さ
い
。

　
　

 	

⒜　

宮
中

�

⒝　

十
五
夜

⑵　
作
者
と
元
九
は
、
⒜
ど
の
よ
う
な
間
柄
か
。
ま
た
、
⒝
そ
れ
が
分
か
る
語
句

を
詩
か
ら
二
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

	
 

⒜　

宮
中

�

⒝　

故
人

⑶　
⒜
作
者
と
⒝
元
九
の
い
る
場
所
を
詩
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し
な
さ
い
。

　
　

	
 

⒜　

翰
林

�

⒝　

江
陵

⑷　
対
句
に
な
っ
て
い
る
句
を
、
漢
数
字
で
二
組
答
え
な
さ
い
。

　
　

 �

第

句
と
第

句
・
第

句
と
第

句

⑸　
「
猶ホ 

恐ル 

清 

光 

不ル
ヲ

 

同ジ
ク
ハ

　

見 

」（
一
五
三
・
６
）
に
つ
い
て
、
作
者
が
心
配
し
て
い

る
こ
と
は
何
か
説
明
し
な
さ
い
。

元
九
が
左
遷
さ
れ
て
い
る
江
陵
は
、
湿
気
が
多
い

の
で
、
月
光
が（
同
じ
よ
う
に
）見
え
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
。 レ

二

一

二

一

律
詩
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